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プロフィール



私たちが行う自然保護の仕事

 生き物調査

 自然観察会

 里山再生

 外来生物の防除

 田んぼづくり

 環境教育

 自然破壊の阻止

…



特に…三浦半島の生物多様性＝谷戸田の保全
消失し続ける谷戸田



三浦半島の里山＝谷戸田中心の自然環境
消失し続ける谷戸田

＝伝統的な農作業の停止による生物多様性の衰退

＝生態系サービスの減少



消えた三浦半島の仲間たち

↑ニホンイシガメ ↓タマシギ
↑トウキョウダルマガエル ↓サシバ

→アメリカザリガニ釣りが「なつかしい！？」



「環境学習」の限界

 学校における環境教育のパッケージ化と郷土不在
→どの学校へ行っても同じ講義

→どの地域の子どもでも同じ“体験活動受け入れ場所”へ連れて行く

自分の生まれ育ったみどりをどう知り、活用し、守るかの基本が培われない

それぞれの地区で子どもたちをとりまく自然環境は「違う」

環境学習は遠足ではない



自然のめぐみ
原体験
愛着
・
・
・

ホンモノを体験する



谷戸田の環境を適切に保全するため、
10地区で日々活動しています



谷戸田の環境を適切に保全するため、
10地区で日々活動しています

マルタニシのいる田んぼ
庄ノ田

市民協働で再生
沢山池の里山

伝統的なカヤ場を復元
湘南国際村めぐりの森

ふんごむドブっ田
久保・二俣 この活動の原点

キチジ

フクロウの里山
妙蔵寺の樹林と水田

サガミ(株)が支援
風早の谷戸

横須賀市最大規模の谷戸田
かがみ田

弥生の段々畑
扇子畑

最小の谷戸田
堰の谷戸



ポイント

 オーダーメイド型であることの必要性（学校、自主保育、個人）

 本物を継続的に体験する（毎年、毎月、毎週）

 住民だからこその魅力を知る 過度な整備や安全を追求しない

 豊かな原体験は情操教育に必須 校内暴力・問題行動の統計も

 環境教育は理科ではなく、人格の基盤づくりの教育

 「自分を育ててくれた地域の自然を守りたい」と思える大人に

 自然保護活動は地域住民が主役！



おわりに

 環境教育に終わりはありません

 環境教育は今も昔も必要不可欠な教育要素です

 半世紀前の環境教育の成果が今現れています

 半世紀後の社会を見据えて今行動する必要があります
























